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決
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問

管

外

研
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問　

救
急
車
の
適
正
利
用
の

呼
び
か
け
は
。

答　

講
習
会
や
訓
練
指
導
の

際
に
啓
発
し
て
い
る
。
ま
た
、

広
報
ち
く
ご
へ
の
掲
載
、
救

急
車
へ
の
表
示
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

筑
後
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

代
替
保
育
の
提
供
に
係
る
関

連
施
設
の
確
保
の
特
例
及
び

食
事
の
提
供
の
特
例
等
を
定

め
る
も
の
。

問　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認

定
こ
ど
も
園
等
の
調
理
業
務

の
受
託
業
者
を
市
が
認
め
る

場
合
の
基
準
は
。

答　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

か
ら
の
受
託
実
績
が
あ
り
、

調
理
師
免
許
、
栄
養
士
免
許

の
保
持
者
が
い
る
事
業
者
で

あ
れ
ば
可
と
す
る
。

問　

本
市
に
、
家
庭
的
保
育

事
業
（
保
育
マ
マ
制
度
）
の

筑
後
市
職
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

増
加
し
続
け
る
救
急
出
動

要
請
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
31
年
度
か
ら
消
防
職
員
を

２
人
増
員
す
る
も
の
。

問　

２
人
増
や
し
て
49
人
体

制
と
な
る
が
、
そ
れ
で
も
不

足
す
る
の
で
は
。
広
域
消
防

へ
移
行
す
る
考
え
は
。

答　

与
え
ら
れ
た
人
数
で
、

消
防
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
。
消
防
力
強
化
の
た
め

に
は
広
域
化
は
有
意
義
と
考

え
る
。

問　

軽
症
者
の
救
急
要
請
抑

止
の
た
め
に
救
急
車
を
有
料

化
す
る
な
ど
、
増
員
以
外
の

方
法
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

人
件
費
は
増
加
す
る
が
、

人
命
第
一
の
観
点
か
ら
、
救

急
要
請
の
増
加
や
災
害
対
応

等
の
た
め
に
は
や
む
を
得
な

い
と
判
断
し
た
。
消
防
組
織

法
に
よ
り
、
救
急
車
の
有
料

化
は
困
難
と
考
え
る
。

　９月定例会では、提案された 26 議案（決算認定 10 件、議会提案 1 件、人事案件２件を
含む）を原案どおり可決しました。
　今議会では、増加し続ける救急出動要請に対応するため、消防職員を２人増員する条例改
正案を可決しました。平成 31 年度から適用となります。また、平成 30 年度一般会計補正
予算では、学童保育所新設への補助金や、小学校のブロック塀等の撤去新設工事費等が計上
されました。
　平成 29 年度決算認定についての議案は、決算特別委員会を設置し、集中して審査、すべて
の決算を原案のとおり認定しました。（決算特別委員会については P6 ～ P7 に掲載しています）

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

平成30年

9月定例会
9月7日〜28日

主
な
議
案
と
質
疑

事
業
者
は
あ
る
の
か
。

答　

ま
だ
な
い
。
待
機
児
童

解
消
の
た
め
に
も
検
討
し
た

い
。

筑
後
市
美
し
い
環
境
を
つ
く

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

管
理
不
全
の
状
態
に
あ
る

空
き
地
に
対
す
る
所
有
者
の

管
理
責
任
を
明
確
化
し
、
指

導
、
勧
告
等
が
行
え
る
よ
う

に
改
正
す
る
も
の
。

問　

相
続
が
で
き
て
い
な
い

場
合
の
所
有
者
を
ど
う
特
定

す
る
の
か
。
見
通
し
は
あ
る

の
か
。

答　

法
定
相
続
に
基
づ
き
調

査
し
、
手
が
か
り
を
た
ど
っ

て
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

管
理
さ
れ
な
い
場
合
の

行
政
代
執
行
は
し
な
い
の
か
。

答　

空
き
地
の
場
合
は
、
行

政
代
執
行
で
除
草
し
て
も
、

す
ぐ
に
雑
草
が
生
え
解
決
に

は
至
ら
な
い
。
ま
ず
は
、
所

有
者
お
よ
び
管
理
者
へ
の
意

識
付
け
を
目
指
し
た
い
。

平
成
30
年
度
筑
後
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

全
体
で
１
３
２
９
万
８
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の

合
計
額
を
１
９
２
億
２
９
０

５
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
も
の
は
、
介
護
保
険
特

別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

繰
出
金
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
度
決
算
の
確
定
に
伴
い
５

８
０
６
万
円
を
減
額
し
た
。

ま
た
、
あ
さ
ひ
保
育
園
の
学

童
保
育
所
新
設
に
伴
う
補
助

金
１
９
９
２
万
円
、
消
防
庁

舎
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事

費
95
万
円
の
ほ
か
、
市
内
４

小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
新
設
工
事
費
１
２
４
９

万
円
等
が
増
額
さ
れ
た
。

問　

消
防
庁
舎
老
朽
化
に
伴

う
改
修
工
事
の
内
容
は
。
分

団
の
車
庫
の
更
新
よ
り
も
優

先
す
る
の
か
。

答　

４
月
に
天
井
部
分
が
剥

が
れ
落
ち
た
の
で
補
修
す
る

も
の
。
分
団
車
庫
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
今
後
地
元
と
協

議
す
る
。

問　

あ
さ
ひ
保
育
園
の
学
童

 　消防職 員を２人増員 
増加する救 急出動要請へ対応　

議案等に対する賛否状況 　※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議案名
結
　
　
果

大
藪
健
介

石
橋
　
章

永
松
孝
信

坂
井
久
子

松
竹
卓
生

辻
　 
義
満

村
上
博
昭

近
藤
佳
治

冨
安
伸
志

北
島
一
雄

貝
田
晴
義

山
下
秀
則

矢
加
部
茂
晴

中
富
正
徳

坂
本
好
教

田
中
親
彦

貝
田
義
博

弥
吉
治
一
郎

原
口
英
喜

平成２９年度一般会計歳
入歳出決算認定

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ‐

平成２９年度住宅新築資
金等貸付特別会計歳入歳
出決算認定

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ‐

※原口英喜議長は採決には加わりません。　○賛成　●反対

今年度続発した、豪雨・台風・地震災害において被災された皆様に、
謹んでお見舞い申し上げます。

犠牲になられた方のご冥福と、一日も早い復旧・復興を
心からお祈りいたします。

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

保
育
所
新
設
の
内
容
は
。
新

規
事
業
に
よ
り
保
育
士
の
負

担
が
増
え
る
の
で
は
。

答　

現
在
の
保
育
園
敷
地
内

に
併
設
し
、
定
員
40
人
。
羽

犬
塚
小
学
校
の
学
童
保
育
所

不
足
に
対
応
す
る
も
の
。
保

育
事
業
と
学
童
事
業
を
明
確

に
分
け
る
の
で
、
施
設
要
件

や
保
育
士
負
担
に
影
響
は
な

い
。

教
育
委
員
会
委
員

　

久
保　

大
（
久
富
）

　
　
　
　
　
　
　

再
任

人
権
擁
護
委
員

　

下
川
正
弘

　
　
　

（
馬
間
田
南
）

　
　
　
　
　
　
　

新
任

（
敬
称
略
）　
　

人
事
案
件
２
件（
同
意
）


